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1. 運用上のトラブル 

図書データを CSV出力すると ISBNコードが指数表示になる 

図書データを CSV 出力して、エクセルで読み込むと次のように ISBN項目のデータは指数表示されるこ

とがあります。この状態で CSV 形式で保存すると、指数表示でデータは保存されます。 

 

これを通常の数字表示に変えるには、この列を選択して、マウスの右ボタンを押して、 

セルの書式設定 ⇒ 表示形式 ⇒ 数値 に変更してください。 

 

図書データの CSV読込（入力）についての注意事項 

図書登録 ⇒ 補助作業 の中に図書データの“CSV読込”、“TSV 読込”のボタンがあります。 

この機能は、らくらく図書館を導入した最初に、他のシステムで運用していたデータを読み込むために

用意した機能です。項目データの中に半角のカンマ(,)等が含まれていると、区切り記号と判断して正確

にデータ読込が出来ません。この場合は、読込データをエクセルやメモ帳等で修正した後に再度読込を

してください。 

重要な注意事項として、運用途中で図書データの CSV 出力を行い、このデータを CSV入力しますと、

正常に読み込めないデータがあると、重要なトラブルとなりますので、CSV入力は行わないでください。 

何かの理由で CSV 入力が必要な場合は、データのバックアップを行っていつでも元に復元できる状態

で試みてください。 

 

 

図書登録番号の重複 

図書登録画面で登録をしようとすると「Duplicate」と文字の入ったエラーメッセージが出て登録が

できない。 
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【解決方法】 

図書の登録番号が重複しています。OKをクリックして、登録番号を変更してください。 

既存の登録番号の確認は一覧表で行ってください。 

 

図書登録番号の変更 

貸出中の本の図書登録番号を変更してしまった場合、返却処理が出来なくなります。 

例）貸出時のコードは 126010027   現在のコードは 116010027 

 

【解決方法】 

補助作業 ⇒ 貸出簿マスターの編集 にて、該当貸出を見つけます。 

生徒番号検索をすると探しやすいと思います。 

次のように、図書コードはあっても書名がないものが表示されます。 

 

図書コードを正しく入力し直してエンターキーを押して下さい。 

書名が表示されます。 

 

登録ボタンを押して閉じてください。 

 

閉じるときに貸出簿調整が表示されますので、必ず「実行」して下さい。 

返却処理は新コードで行ってください。 

 

禁貸フラグと廃棄フラグの設定に手間がかかる 

図書登録 ⇒ 補助作業の中に次のボタンがあります。 

 

このボタンを押すと、次の画面が出ますので、貸出を禁止する図書登録番号をバーコードリーダー

で読み取ると、連続設定が出来ます。 
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廃棄図書の設定も同様に行ってください。 

 

 

貸出返却作業が正常に出来ない 

補助作業メニューの中の「データテーブルの修復」を行ってください。 

次に、「貸出簿再調整」を実行します。 

 

以上の操作で、問題が解決しますが、ネットワークで運用している場合、他の場所での操作が行わ

れていないことを確認の上実行してください。 

また、以上の操作でも問題点が解決しない場合は、直近のバックアップデータから復元してくださ

い。 

 

利用者の CSVファイルを間違って読み込んでしまった 

利用者の登録画面で、正常でないレコードを削除してください。 

もし、レコードが多いい場合は、”Book”フォルダの中の次の Name ファイルを削除してから、再

度正しい利用者の CSV ファイルを読み込んでください。 

 

なお、運用途中で Name ファイルを削除すると、正常な図書の返却が出来なくなりますので、利用

者の復元が出来ましたら最後に 

補助作業メニュー ⇒ 貸出簿再編成 を必ず実行してください。 

 

ネットワークでの運用が正常に出来ない 

パソコン間のネットワークは問題ないが、正常に図書の検索や貸出が出来ない問題の多くは、デー

タパス名が正常でないことが考えられます。次のような論理パス名が同一であるかを確認してくだ
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さい。 

 

単独で運用する場合は、C:¥Book のように、絶対パス名で運用しますが、ネットワークで運用する

場合は必ず論理パス名を正しく設定してください。 

 

ネットワーク運用で注意すること 

ネットワーク上のトラブルは、電話などでの対応が出来ない場合がありますので、 

ネットワーク間の通信トラブルに対応できるパソコンに詳しい管理者のもとで運用してください。 

一般的な注意事項 

 サーバーパソコンは常時動いていることを基本としますが、電源を切る場合は、必ず他のパソ

コンでの「図書館ソフト」の運用を終了していることを確認してから電源を切ってください。

他のパソコンで運用しているときにサーバーの電源を切ると、データが破損します。 

 いつもは正常に運用出来ているのに、ある日から急に運用できなくなることがあります。多く

の場合は、ネットワークが正常でないことが考えられますので、サーバーパソコンからサーバ

ー上にある”Book”フォルダが正常に見られることを確認してください。 

 

クライアント／サーバーで運用したい 

パソコンに詳しい管理者において、別途説明に基づいて設定してください。 

なお、この方式での運用は通常のサポートが困難な場合が多いので、別途ご相談ください。 
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2. サーバーデータベースエンジンで運用する場合 
 

データフォルダのコピー 

“Book”フォルダをサーバーパソコンの Cドライブのルートにコピーしてください。 

 

サーバの環境設定の既定値は、 

ドライブは C 、 データフォルダ名は Book としていますので、これ以外の設定にすると、デ

ータベースへの接続が出来ませんので注意してください。  

 

 

C/Sデータベースエンジンのセットアップと起動 

CD－ROMの中にある次のファイルをサーバのパソコンの C ドライブにコピーします。 

 

 このフォルダを開くと、次のようなファイルが出ますので、dbsrvr.exeを実行してください。デ

ーベースエンジンが起動します。 

 

正しく、起動できたらステータスバーの右端に次のようなアイコンが現れます。 

 
 

 サーバの起動時に自動的にデータベースエンジンを起動させたい場合は、スタートアップメニュ

の中に次のように dbsrve.exeのショートカットを入れてください。 

（注意）dvsrvr.exeのコピーではなく、ショートカットを入れてください。 

 

 以上で、サーバーデータベースエンジンの設定と起動が完了します。 
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サーバーへの接続環境 

 「図書館」、「貸出と返却」、「図書検索」の各ソフトは何れもクライアントソフトとして活用

できます。クライアント／サーバー環境で使うためには初回のみ次のような設定を行ってください。 

 ソフトを起動して、「初期設定」の画面に入ります。（初回のみ） 

下図のようにクライアント／サーバーデータベースエンジンを選択します。 

 

次のような画面が出ますので、ホスト名のみ入力してください。 

ホスト名とは、LAN でパソコンを接続したときに画面に表示されるサーバーパソコンの名前です。

下記の例では、PC-SV となっています。 

 

 以上の設定が終わると、すべての環境設定が完了しますので、次回よりは 

① サーバーパソコンのデータベースエンジンを起動する。 

② クライアントの図書館ソフトを起動する。 

以上により、クライアントサーバシステムの運用が可能になります。 

 

（注意） 

 サーバーデータベースエンジンの起動は自動起動するようにすると便利です。 

 必ずサーバーパソコンを先に起動（電源 ON）して、また終了時には、サーバーパソコンは一

番最後に終了（電源 OFF）してください。 

 Bookフォルダのコピーは、Windows 操作で行ってください。 

 運用途中で、サーバーパソコンやネットワークにトラブルが生じると、データダメージを受けるこ

とがありますので、必ずデータの定期的なバックアップを行いながら運用してください。 

 C/S環境での運用は、電話などでのメンテナンスが出来ませんので、必ず自己責任のもとで運用し

てください。 

 


